
定款の事業名 事業内容 実施日時 実施場所 従事者の人数
受益対象者の
範囲及び人数

支出額
（千円）

（１）子ども
が主体となる
フリースクー
ル事業

●フリースクー
ル運営
●託児事業

6月より
月～金

事務所 2名 21名 1,243

●いなわしろフェ
スティバル2005ス
タッフ参加

H17.6.4～
5

磐梯青年
の家

2名 55名

●移動科学実験
教室

H17.9.3
磐梯青年
の家

2名 20名

２　事業の実施に関する事項

（２）子ども
の居場所つく
り事業

4

１　事業の成果

（法第28条第1項関係様式）

平成17年度事業報告書
平成17年4月1日から平成18年3月31日まで

特定非営利活動法人みんなのひろば

　まず、今年度の５月より新たに保原町１丁目１４にフリースクール運営のための貸事務所を大
家さんの大いなるご協力のもと借りることができた。そして、改装後準備を整え、本格的にフ
リースクール事業のスタートとなった。あわせて日中の緊急の場合や夜間の託児事業も開始し
た。
　フリースクール事業に関しては、現在のところ定期的に通ってきている生徒はいないが、朝日
新聞・福島放送・NHK福島などのマスメディアにとりあげていただいたこともあり、不登校に関
わる電話やメールによる相談が増え、また保護者の方の見学なども増えてきた。今後、相談いた
だいた方との信頼関係を築きながら、また広報にも力をいれ、生徒の募集にあたりたい。
　また、今年度より福島県キンボール連盟の事務局を兼任することとなり、県内各地での講習会
やスポーツイベントでの講師依頼などの機会が増えた。地域の方々に、当法人を知っていただき
く良い機会であり、共にスポーツや学習などを通して交流を図ることができると考える。来年度
もキンボールの普及に力を入れるとともに地域の方々と交流を図れる場を企画していきたい。
　そして、公益信託うつくしま基金より助成をうけて主催した「子どもと親を育てる体験学習－
子どもを育む遊び交流体験とプロに学ぶカウンセリングマインド子育て」は広報の難しさが反省
点としてあるが参加者・スタッフともに楽しんでもらい内容のあるイベントを開催できた。赤い
羽根共同募金より助成をうけて開始した「子どもが自分の心の扉を開いてなんでも話せる電話・
メール・FAX相談」事業についても予想より相談件数があり身近には相談できず不安や悩みを抱
えた子どもたちの問題を解消することができ、また真剣に一緒になって悩んでくれる大人の存在
の大切さや自分で自分の道を切り開いていく「生きる力」を育む一つの手段としてこの事業を利
用してもらえたと考え、今後も受け手の質を高めながら充実させたものにしていきたい。



●お花見ウォー
キング

H17.4.16 福島市 2名 15名

●キンボール講
習会

H17.7.17
H17.7.31
H17.9.18
H17.10.2
H17.11.5
H17.11.12
H17.11.19

福島市
いわき市
郡山市
会津若松
市

4名 520名

●ふくしまビッ
クフェア
スポーツチャン
バラ指導員

H17.8.20
～21

福島市 4名 210名

●赤い羽根共同募
金助成事業
『子どもが自分の
心の扉を開いてな
んでも話せる電
話・メール・FAX相
談』事業

H17.8.26
より開始

事務所 5名 105件

●相談事業 随時
訪問相談
（福島市・伊
達市）

2名 15名

●就職支援 随時
訪問相談
（福島市・伊
達郡）

2名 5名

●ホームページ
による活動内容
公表及び相談活
動

随時 事務所 2名
会員及び広く
公表

（５）親と子
のふれあい事
業

●公益信託うつく
しま基金助成事業
子どもと親を育て
る体験学習－子ど
もを育む遊び交流
体験とプロに学ぶ
カウンセリングマ
インド子育て

H18.1～3
全4回

コラッセ
ふくしま
福島県青
少年会館

10名 親子19組 303

●遊楽くらぶ支
援

月1回
福島市
郡山市

2名
レクリエーション
インストラクター

28名

●東和町ロード
レース大会

H17.7.3 東和町 6名 大会参加者

（６）その他
目的を達成す
るために必要
な事業

42

（４）教育や
不登校につい
ての相談・情
報提供活動

406

93

（３）保護
者・関係機
関・行政・市
民・学生の学
習と交流を図
る活動


